
煙本日

「カムイワ公園・お花見例会」

煙次週予定

「ＲＩ第２５１０地区 第１グループ

インターシティミーティング」

会員誕生日

５月１１日 中川 勝美

ご夫人誕生日

５月９日 佐藤 裕子

５月１０日 行徳智歌子

結婚記念日

５月１１日 松村 孝二

会員総数………………４７名

出免会員………………３名

欠席会員………………１６名

出席率……………６３．６４％

第３７回 ４月９日

欠席会員………………１０名

メイクアップ…………１名

修正出席率………７９．０７％

焔 澤井前会員のご家族より、葬儀のお礼とし
て高額のボックスを戴きました。

焔 吉田清治会員が体調不良のため留萌市立病
院に検査入院されました。

焔 羽幌ＲＣより第２５１０地区第１グループ合同
研修会・交流会の詳細がとどいております。

１）ガバナー月信４月号が届きましたので理事
役員に配付いたします。
２）２００７年度版手続要覧の申し込みを受け付け
いたします。必要な方は幹事まで。
３）次週例会は定款第５条第１節（Ｃ）項により
休会です。お間違いないように。

ゴルフ愛好会 大嶋愛好会幹事
４月２９日（火）９時３０分より留萌カントリーク
ラブにおいて、今年度第１回目の例会を開催い
たします。今回は関野愛好会顧問杯です。多数
の参加をお願いします。

会員研修委員会 河部副委員長
ロータリーとインターネット －その８－
Ｅ－クラブの現況 その３
発足当時は、他のサイバー・クラブ会員以外
のメイクアップは受け付けないという条件で認
可されたはずですが、その条件もいつの間にか
反故になってしまいました。サイバー・クラブ
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はニュー・モデル・クラブとして認められたク
ラブですから、その影響を他の正式なクラブに
及ぼすことはできません。もっとも、２００４年以
降は定款の変更によって、メイクアップの対象
になることが正式に認められるようになりまし
たが、「平均３０分の相互参加型の活動」には明ら
かに違反しているのは間違いのない事実です。
サイバー・クラブの会員に質問しましたが、
３ケ月に１２時間の社会奉仕活動をするという条
件の存在そのものを知らない模様です。
昨年１年間に約１５，０００人のメイクアップが
あったと誇らしげにＪＲＩＣのＭＬに投稿した
Ｅ－クラブの会員がいますが、現在のようない
い加減なＥ－クラブの運営状況や貧弱なウエブ
サイトのコンテンツでは、重病で長期入院をし
ている等の特殊な場合を除いて、サイバー・ク
ラブにメイクアップする必然性は全くありませ

んし、お勧めもしません。前後２週間のメイク
アップ期間を有効に活用すれば、多くのクラブ
が存在する日本においては出席補填は十分可能
だと思います。

（「ロータリー源流」から）

・・歓びも中位なり、金婚式。後期高齢者の冠も
ついてきて 平井会員
・・ＤＶＤをいただきました

田中、平間、関野会員
・・澤井家葬儀お礼 澤井篤司様

前 回 ９０３，５００円
今 回 ６３，０００円
累 計 ９６６，５００円

第３９回 ４月２３日（水） 天候/晴

ニコニコＢＯＸ・・・・・・・・

１２：４５ 登録開始

１：００ 開 会 司会 総務副委員長 長谷川 裕 昭

点 鐘 ＲＩ２５１０地区第１グループ・ガバナー補佐 舟 橋 隆 宏

国家斉唱

ロータリーソング「奉仕の理想」

物故会員に対し黙祷

開会挨拶 合同研修・交流会実行委員長 石 川 士 史

歓迎挨拶 羽幌ＲＣ会長 有 澤 護

来賓クラブ紹介 舟橋ガバナー補佐

ガバナー補佐挨拶 舟 橋 隆 宏

１：２０ 各クラブ事例発表（１クラブ１０分程度）

ガバナー補佐講評

２：５０ 記念講演 講師 金 田 幸太郎 氏

講演謝辞 有澤羽幌ＲＣ会長

次期ガバナー補佐紹介 舟橋ガバナー補佐

次期開催地クラブ会長挨拶

ガバナー補佐へ記念品贈呈

閉会挨拶

３：００ 点 鐘 舟橋ガバナー補佐

諸事お知らせ 合同研修交流会ＳＡＡ 加 藤 隆 一

※懇親会会場準備１５分程度（休憩時間に会長幹事会を別室にて開催）

３：２５ 交流会開会

開会挨拶 懇親委員長 佐々木 武

乾 杯 前ガバナー補佐 澤 田 茂 様

懇親交流会

万歳三唱 次年度ガバナー補佐 大 西 道 祥 様

ロータリーソング「手に手つないで」

４：５０ 閉会・散会（交流会１時間２５分）

国際ロータリー第２５１０地区第１グループ 合同研修・交流会タイムスケジュール



「雑誌月間にちなんで」

ロータリーの友の歩み
１９５２年４月に開催された第６０区の大会で、新
しい雑誌をつくることが決まりました。７月に
迎える新年度（１９５２～５３年度）から、日本の地区
が、東日本と西日本の２つに分割されるのが決
定されていましたので、この地区大会は特別な
ものでした。
ここで、いくつかの問題が話し合われ決めら
れましたが、その中に、日本の２地区で共通の
雑誌を発行するとの決定がありました。これま
で共に活動してきた日本のロータリアンが、分
割されてからも緊密に連絡を取り合い、情報を
共有化するための機関誌として、新しい雑誌が
企画されたのです。
その後、何回か会合が持たれ、様々なことが
話し合われましたが、新しい雑誌について本格
的に色々なことが決められたは、同年８月１６日
岐阜市の長良川湖畔にあった大竹旅館での会合
においてです。「ロータリーの友」という名前も
この時に決まりました。
またこの会合では、新しい雑誌を縦組みにす
るか横組みにするかで意見が分かれ、全会員に
よる一般投票を行なったところ、２対１の割合
で、横組みが採用されるようになりました。戦
後１０年も経っていなかったという時代背景を考
えると、この結果は当時のロータリアンが、い
かに先進的な考えをもっていたかを知ることの
出来るエピソードです。
岐阜での会合で、広告をとる事を決定したも
のの、当初は発行部数が３３００部にすぎなかった
こと、また戦後の混乱が少し落ち着いたものの
まだまだ経済的に厳しかったこともあり、広告
のスポンサーを見つけることは容易なことでは
ありませんでしたが、創刊に携わったロータリ
アンが自ら走り回り、苦労して広告を取ったと
いう逸話が残っています。
創刊は１９５３（昭和２８）年の１月号です。最初、
横組みでスタートした「ロータリーの友」です
が、その後、俳壇、歌壇など、横組みでは具合

の悪い欄が始まり、また横組みの方が読み易い
内容のものもあり、これらを縦組みで入れる事
になりました。ページを開くと、横組みの中に
突然縦組みのページが出てきて読みにくいとい
うことで、１９７２（昭和４７）年１月号から左から開
けると横組み、右から開くと縦組みの現在のよ
うな形になりました。この時の表紙は、陣羽織
で、横組みは前から見たところ、縦組みは後ろ
方見たところ、というように、両面表紙の特徴
を生かした面白いものになっています。
その後、１年間の試験期間を経て、国際ロー
タリー公式地域雑誌（現ロータリー地域雑誌）に
なりました。公式地域雑誌の用件はいろいろと
定められており、また時代とともに多少変化し
ています。要件の１つに、毎年、年度の始まる
７月号には「ＲＩ会長の写真を掲載する、とい
うものがあります。試験期間の始まった１９７９年
の７月号がＲＩ会長の写真を表紙に掲載した最
初。ジェームス・ボーマーＲＩ会長です。
したがって、日本で２人目の会長である向笠
廣次氏（１９８２～８３年度）は表紙になっていますが、
それ以前にＲＩ会長に就任した東ヶ崎潔氏
（１９６６～１９６７年度）は、ＲＩ会長としては残念な
がら表紙に載っていません。ただし、それより
早くガバナー時代の１９５７（昭和３２）年８月号に他
のガバナーとともに登場しています。
はじめ表紙以外はモノクロでしたが、１９８６年
から「ロータリー・アット・ワーク」（横組みの
写真ページ）のトップの取材ページ（当時は同
欄の２～３ページが取材記事）をカラーにしま
した。これを記念して、第２６６地区（現、第２６６０
地区・大阪府）のフィリピンのネグロス島での
医療奉仕に同行取材し、３月号に掲載したのが
カラー記事の最初です。
さらに縦組み横組みの巻頭各８ページを２色
刷りにしました。写真のページをカラーにし、
２色刷りのページを入れると、当然印刷費は高
くなりますが、この費用の捻出のために、用紙
の厚さや種類を変更して用紙代を節約するなど
の工夫をしています。時代の変化に合わせ、カ
ラーページを増やしていきました。
創刊５０周年を迎えるにあたり、これまでの良
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い伝統は継承しながら、新しい５０年のスタート
に相応しい新鮮な「ロータリーの友」とはどの様
なものか、ロータリーの友委員会とロータリー
の友編集者とで２００１年秋から検討に入り、２００２
年７月号から紙面を一新しました。サイズをＢ
５判からＡ４変型判に変更。用紙もカラー写真
がきれいに出るようにそれまでより少し白い紙
に変えました。（２００６年７月号から更に白い色
の用紙に変更）。またカラー写真のページを巻
頭にもってくるなどして、親しみやすい「ロー
タリーの友」を目指しました。このときから事
務所内でのコンピューター編集に切り替え、よ
り自由な誌面づくりができるようになりました。
２００３年、印刷の一部の工程をはぶいて印刷コ
ストを抑え、全ページのカラー化が実現しまし
た。このころになると編集者も少しずつコン
ピューター編集に慣れ、誌面にもより変化をつ
けられるようになってきました。「ロータリー
地域雑談」の要件の一つに、「毎号、『ＴＨＥＲＯ
ＴＡＲＩＡＮ』から指定された記事を翻訳して掲
載しなけばならない」というものがあり、これ
らの記事を「ＲＩ指定記事」と呼んでいます。Ｒ
Ｉからの原稿はＥメールで届きましたが、写真
はアメリカから航空便で送られてきましたので、
締め切りに間に合わず、『ＴＨＥＲＯＴＡＲＩＡＮ』
と同じ記事を同じ月に掲載することはできませ
んでした。『ＴＨＥＲＯＴＡＲＩＡＮ』の編集部と
編集の手順を話し合い、さらにＲＩの中で準備
が整って、インターネットを利用して、ロータ
リー地域雑誌専用のサイトから、写真やレイア
ウトを、即日、入手できるようになりました。
そのおかげで、２００４年１月号からは、「ＲＩ指定
記事」が、『ＴＨＥＲＯＴＡＲＩＡＮ』と同じ月に掲
載できるようになりました。また、どの記事が
「ＲＩ指定記事」なのかひと目でわかるように
してほしい、という読者の意見に応えて、２００４
年１１月号から「ＲＩ指定記事」のロゴをつくり、
入れています。
記事も少しずつ変わってきています。ロータ
リーについて自由に意見を交換できる欄として、
「言いたい 聞きたい」を２００２年７月号から新
設し、また、同じクラブ活動の投稿記事であり

ながら、写真がメーンか、文章がメーンかで横
組みと縦組みに分かれていた「ロータリー・アッ
ト・ワーク」と「ロータリー・リポート」を縦組み
にまとめ、「ロータリー・アット・ワーク」とい
う名称で統一しました。
２００４年１１月号からは、毎月１人ずつロータリ
アンを紹介する「風紋」が縦組みに登場。２００７年
８月号からは毎月１クラブを紹介する「手に手
くらぶ探訪」が始まりました。
創立５０周年を迎えるために『ロータリーの友』
をリニューアルしようと、企画を立てていたと
き出てきたのが、新しいメディアのインター
ネットとどのように共存していくかという課題
です。そこで、『ロータリーの友』のホームペー
ジを開設して、メディアの特性を生かしたコン
テンツを入れ、印刷物である『ロータリーの友』
と共存、住み分けをして、日本のロータリアン
の皆さまに、より早く、より幅広く、より便利
に情報を届けるようにしようということが決め
られました。それにしたがって２００３年７月１日、
『ロータリーの友』ホームページが誕生しまし
た。ここでは、『ロータリーの友』誌の記事の紹
介、全国のクラブの例会一覧表、また、国際大
会や国際協議会のリポートなど、インターネッ
トの速報性を生かしたニュース、データや基本
的な知識を提供してきました。
２００６年秋、ガバナー会から、ｒｏｔａｒｙ．ｏｒ．ｊｐの
ドメインを移譲され、ロータリーの友委員会で
検討を重ねた結果、名称を『ＲｏｔａｒｙＪａｐａｎ』
に変更、画面をリニューアルして、２００７年３月
から新しい名前で情報を提供しています。
これを機に、ロータリアンだけではなく、
もっと一般の人たちにもロータリーを知っても
らい、「ロータリーイメージ向上」のための広報
ツールとして、『ＲｏｔａｒｙＪａｐａｎ』を活用しよう
と、２００７年１２月末から日本語のコンテンツを変
更して、一般向けにロータリーとその活動を紹
介する欄を新設しました。
『ロータリーの友』『ＲｏｔａｒｙＪａｐａｎ』は、時
代の変化と、ロータリアンのニーズを反映しつ
つ、これからも歴史を刻み続けることでしょう。

（「ロータリーの友」４月号から）

第３９回 ４月２３日（水） 天候/晴


